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語文121（2023・12　大阪大学国語国文学会）

邸
第
呼
称
の
命
名

―
『
源
氏
物
語
』
長
編
化
の
一
手
法

―

飯　
　

田　
　

実　
　

花

一
、
問
題
の
所
在

『
源
氏
物
語
』の
人
物
や
邸
第
に
対
し
て
、
物
語
内
で
の
み
通
じ
る
呼
び
名

が
与
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
人
物
で
い
え
ば
、「
光
源
氏
」
は
も
ち
ろ
ん
、

「
空
蝉
」
や
「
末
摘
花
」
な
ど
と
称
さ
れ
る
の
も
、
物
語
内
で
の
み
通
用
す
る

呼
称
で
あ
る
。
邸
第
で
は
、
光
源
氏
の
「
二
条
院
」
や
「
六
条
院
」、
女
三
宮

の
「
三
条
宮
」
の
よ
う
に
、
実
在
す
る
邸
第
に
も
用
い
ら
れ
る
呼
称
が
、
物

語
内
の
特
定
の
邸
第
に
対
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
う
し
た
物
語
内
で
の
み
通
じ
る
呼
び
名
を
、
本
稿
で
は
「（
物
語
）
固
有

の
呼
称
」
と
呼
び
、
一
般
名
詞
的
な
呼
称
（「
君
」「
上
」
な
ど
の
人
物
呼
称

や
「
院
」「
宮
」「
殿
」
な
ど
の
邸
第
呼
称
）
と
区
別
す
る
。
ま
た
、
呼
称
の

付
与
と
い
う
事
象
に
着
目
す
る
た
め
、
固
有
の
呼
称
の
付
与
を
「
命
名
」
と

称
し
、
通
行
す
る
巻
序
で
は
じ
め
て
固
有
の
呼
称
が
表
れ
る
箇
所
を
「
命
名

場
面
」
と
し
て
論
じ
る
。
な
お
、
呼
称
に
は
物
語
本
文
に
見
え
る
も
の
（
＝

書
き
手
に
よ
る
名
づ
け
）
と
、
享
受
資
料
に
の
み
見
え
る
も
の
（
＝
読
者
に

よ
る
名
づ
け
）
が
存
在
す
る
が
、
本
稿
で
は
前
者
の
み
を
扱
う
。

固
有
の
呼
称
と
命
名
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
人
物
呼
称
「
空
蝉
」
は
、
夕

顔
巻
に
お
い
て
、「
か
の
空
蝉
の
あ
さ
ま
し
く
つ
れ
な
き
を
」（
①
夕
顔
・
一

四
四
頁（

（
（

）と
言
及
さ
れ
る
箇
所
が
、命
名
場
面
と
な
る
。
こ
の
女
君
に
は
、衣

を
残
し
て
光
源
氏
の
も
と
か
ら
立
ち
去
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
、
そ
の
の
ち

「
空
蝉
」を
詠
み
こ
む
和
歌
を
、
女
君
と
光
源
氏
の
そ
れ
ぞ
れ
が
書
き
残
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
和
歌
に
よ
っ
て
、「
空
蝉
」
と
命
名
さ
れ
て

い
る（

（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
人
物
呼
称
の
場
合
、
命
名
場
面
よ
り
前
に
示
さ
れ
た

情
報
に
基
づ
い
て
命
名
さ
れ
る
。

邸
第
呼
称
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
と
、
た
と
え
ば
藤
壺
の
邸
第
は
次
の
場

面
で
命
名
さ
れ
て
い
る
。

藤
壺
の
ま
か
で
た
ま
へ
る
三
条
宮
に
、
御
あ
り
さ
ま
も
ゆ
か
し
う
て
参

り
た
ま
へ
れ
ば
、
命
婦
、
中
納
言
の
君
、
中
務
な
ど
や
う
の
人
々
対
面

し
た
り
。（
①
紅
葉
賀
・
三
一
八
頁
）

こ
こ
で
は
、
宮
中
か
ら
退
出
し
た
藤
壺
の
退
出
先
を
「
三
条
宮
」
と
称
し
て
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い
る
。
藤
壺
は
若
紫
巻
で
も
体
調
不
良
に
よ
り
宮
中
を
退
出
し
て
お
り
、
こ

の
邸
第
は
そ
の
と
き
の
退
出
先
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
三
条
宮
」

と
い
う
固
有
の
呼
称
は
当
該
場
面
が
初
出
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
示
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
「
三
条
」
と
い
う
立
地
の
情
報
が
新
た
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。

固
有
の
呼
称
の
命
名
に
つ
い
て
は
、
人
物
呼
称
に
関
し
て
玉
上
琢
彌（

（
（

や
小

山
敦
子（

（
（

の
網
羅
的
な
研
究
が
存
在
し
、
呼
称
の
由
来
が
検
討
・
分
類
さ
れ
て

い
る
。
な
か
で
も
小
山
は
、
命
名
の
理
由
に
つ
い
て
、
物
語
が
長
く
な
る
に

つ
れ
て
複
雑
に
な
る
数
多
の
登
場
人
物
に
対
す
る
「
弁
別
意
識
」
が
、
命
名

の
「
原
動
力
」
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
た
し
か
に
、
先
の
「
空
蝉
」
の
例
を

み
る
と
、
当
該
場
面
以
前
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
受
け
た
呼
称
で
指
示
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、取
り
立
て
て
説
明
せ
ず
と
も
、ほ
か
の
人
物
と
区
別
で
き
る
。
で

は
、
こ
う
し
た
人
物
呼
称
に
お
け
る
命
名
の
理
由
は
、
邸
第
呼
称
で
も
同
様

に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

藤
壺
の
邸
第
は
「
三
条
宮
」
と
称
さ
れ
る
が
、『
源
氏
物
語
』
で
は
藤
壺
の

ほ
か
に
、
大
宮
や
女
三
宮
の
邸
第
も
三
条
宮
」
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。
弁
別

意
識
に
よ
っ
て
命
名
す
る
な
ら
ば
、「
三
条
宮
」
と
い
う
同
一
呼
称
の
多
用
は

不
要
の
混
乱
を
招
き
か
ね
ず
、重
複
は
避
け
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る（

（
（

。
ま
た
、藤

壺
の
例
で
は
「
三
条
」
と
い
う
邸
第
の
立
地
が
固
有
の
呼
称
に
よ
る
命
名
と

同
時
に
は
じ
め
て
明
か
さ
れ
て
お
り
、
以
前
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
受
け
た
呼
称

と
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
固
有
の
邸
第
呼
称
は
、
人
物
呼
称
と

は
異
な
る
意
識
や
方
法
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

邸
第
呼
称
に
つ
い
て
は
、
宮
内
理
伽
が
左
右
大
臣
と
頭
中
将
邸
の
呼
称
の

変
化
に
着
目
し
、「
物
語
が
長
編
化
し
て
い
く
過
程
で
起
こ
っ
た
、
時
流
の
移

り
変
わ
り
、
作
中
人
物
の
退
場
や
作
中
人
物
の
位
置
づ
け
直
し
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
変
化
」
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る（

（
（

。
宮
内
が
言
う
と
こ
ろ
の
呼

称
の
変
化
は
、
そ
の
変
更
さ
れ
た
場
面
に
お
け
る
新
た
な
命
名
と
捉
え
ら
れ

る
た
め
、
命
名
に
内
包
さ
れ
る
問
題
と
言
え
よ
う
。

注
目
し
た
い
の
は
、
小
山
や
宮
内
が
こ
う
し
た
呼
称
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

「
長
編
化
」と
い
う
視
座
か
ら
論
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
物
語
が

長
編
化
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
象
へ
の
命
名
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い

う
立
場
を
示
す
。
こ
う
し
た
主
張
は
、
物
語
を
「
読
む
立
場
」
か
ら
の
議
論

で
あ
る
が
、
命
名
は
書
き
手
に
よ
る
行
為
で
あ
り
、
物
語
を
作
り
だ
し
て
い

く
「
書
く
立
場
」
か
ら
の
議
論
こ
そ
が
必
要
と
な
ろ
う
。『
源
氏
物
語
』
は
、

五
十
四
帖
と
い
う
同
時
代
に
類
を
み
な
い
長
編
物
語
で
あ
る
。
こ
れ
が
は
じ

め
か
ら
五
十
四
帖
全
編
を
想
定
し
て
書
か
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
物
語
は

徐
々
に
書
き
足
さ
れ
て
い
っ
た
可
能
性
が
高
い（

（
（

。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
五
十
四

帖
を
総
体
と
捉
え
て
各
場
面
の
命
名
の
意
味
を
問
う
の
で
は
な
く
、「
巻
」
と

い
う
よ
り
小
さ
な
単
位
の
な
か
で
、
い
か
に
命
名
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
機
能

し
て
い
る
か
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
よ
り
、「
命

名
」
が
〈
物
語
を
書
く
こ
と
〉
と
い
か
に
関
わ
っ
て
い
る
か
を
解
明
で
き
よ

う
。よ

っ
て
、
本
稿
で
は
、「
な
ぜ
邸
第
が
命
名
さ
れ
る
の
か
」
と
い
う
問
題
意

識
に
し
た
が
い
、
人
物
呼
称
と
の
差
異
、
そ
の
巻
に
お
け
る
邸
第
の
機
能
に

着
目
し
て
、
命
名
の
意
味
を
考
察
す
る
。
二
節
で
は
ま
ず
、『
源
氏
物
語
』
に

登
場
す
る
邸
第
呼
称
を
分
類
し
、検
討
対
象
と
方
針
を
示
す
。
三
節
で
は
、各

邸
第
の
命
名
場
面
に
つ
い
て
、
そ
の
巻
の
展
開
の
な
か
で
い
か
な
る
意
味
を
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持
つ
か
検
討
す
る
。
以
上
を
と
お
し
て
、『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
固
有
の
邸

第
呼
称
の
命
名
と
、
物
語
の
展
開
、
長
編
化
と
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
す
る
。

二
、
邸
第
呼
称
の
分
類
と
検
討
対
象
の
確
認

『
源
氏
物
語
』
に
登
場
す
る
邸
第
呼
称
に
つ
い
て
、
宮
内
は
『
源
氏
物
語
』

正
編
（
桐
壺
巻
～
幻
巻
）
の
範
囲
で
、
次
の
①
～
⑤
に
分
類
す
る
。

①
「
家
」「
宿
」「
殿
」「
宮
」「
院
」
な
ど
の
一
般
名
詞

②  

官
職
に
由
来
す
る
呼
称

③  

地
名
＋
「
殿
」
／
地
名
＋
「
宮
」
／
地
名
＋
「
院
」

④  

史
上
実
在
し
た
場
所
を
明
確
に
喚
起
さ
せ
る
呼
称

⑤  

そ
の
他

私
に
『
源
氏
物
語
』
続
編
（
匂
兵
部
卿
巻
～
夢
浮
橋
巻
）
の
用
例
も
加
え

て
調
査
・
分
類
し
た
結
果
、
宮
内
の
分
類
と
大
き
く
相
違
し
な
か
っ
た
た
め
、

基
本
的
に
こ
の
分
類
に
基
づ
い
て
検
討
対
象
と
方
針
を
示
す
。

ま
ず
①
は
、
一
般
名
詞
で
あ
っ
て
命
名
と
は
み
な
せ
な
い
た
め
、
本
稿
で

は
対
象
と
し
な
い
。

次
に
、
②
に
つ
い
て
は
、「
所
有
者
（
と
み
な
さ
れ
る
人
物
）
に
由
来
す
る

呼
称
」
と
す
れ
ば
、
末
摘
花
の
住
む
「
常
陸
宮
」
や
、
浮
舟
の
義
父
や
母
が

住
む
「
常
陸
殿
」
な
ど
も
こ
の
分
類
に
含
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
橋
姫

巻
に
登
場
す
る
宇
治
八
の
宮
の
邸
第
は
、
宿
木
巻
で
中
の
君
か
ら
浮
舟
の
話

を
聞
い
た
薫
が
宇
治
を
訪
問
す
る
場
面
で
、「
宇
治
の
宮
を
久
し
く
見
た
ま

は
ぬ
時
は
、
い
と
ど
昔
遠
く
な
る
心
地
し
て
、
す
ず
ろ
に
心
細
け
れ
ば
、
九

月
二
十
余
日
ば
か
り
に
お
は
し
た
り
」（
⑤
宿
木
・
四
五
三
頁
）
と
あ
っ
て
、

「
宇
治
の
宮
」
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。「
宇
治
」
と
冠
す
る
こ
と
か
ら
③
に
分

類
す
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
こ
れ
以
前
、
橋
姫
巻
に
も
「
宇
治
の
宮
」
と
い

う
呼
称
が
み
え
る
。

例
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
る
御
物
語
聞
こ
え
か
は
し
た
ま
ふ
つ
い
で
に
、
宇

治
の
宮
の
こ
と
語
り
出
で
て
、
見
し
暁
の
あ
り
さ
ま
な
ど
く
は
し
く
聞

こ
え
た
ま
ふ
に
、
宮
い
と
切
に
を
か
し
と
思
い
た
り
。（
⑤
橋
姫
・
一
五

三
頁
）

当
該
例
は
「
宇
治
の
宮
」
が
八
の
宮
と
い
う
人
物
を
指
す
の
か
、
宇
治
に
あ

る
邸
第
を
指
す
の
か
、
文
脈
だ
け
で
は
判
然
と
し
な
い
が
、
諸
本
を
確
認
す

る
と
、
高
松
宮
家
本
、
横
山
本
、
保
坂
本
、
国
冬
本
、
麦
生
本
、
阿
里
莫
本

で
「
宮
」
が
「
み
こ
」「
御
子
」
と
な
っ
て
お
り
、
人
物
を
指
す
可
能
性
が
高

い
。
当
該
場
面
が
人
物
呼
称
だ
と
す
る
と
、宿
木
巻
に
お
け
る
邸
第
へ
の「
宇

治
の
宮
」
と
い
う
命
名
は
、
人
物
呼
称
を
そ
の
ま
ま
援
用
し
た
と
考
え
ら
れ
、

こ
れ
も
②
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
②
に
分
類
さ
れ
る
邸
第
は
、
人
物
呼
称
を
前
提
と
し
て
、
そ

れ
が
邸
第
の
呼
称
に
援
用
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
邸
第
呼
称
を
選
択

す
る
際
の
選
択
肢
の
一
つ
に
人
物
呼
称
が
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、
命
名
と

い
う
視
点
か
ら
見
る
と
き
、
人
物
呼
称
を
そ
の
ま
ま
援
用
す
る
も
の
と
、
邸

第
呼
称
と
し
て
は
じ
め
て
名
づ
け
る
も
の
と
は
、
同
列
に
扱
い
が
た
い
。

よ
っ
て
、
②
に
つ
い
て
も
本
稿
の
検
討
対
象
か
ら
外
す
。

③
に
分
類
さ
れ
る
邸
第
は
、
本
稿
の
問
題
意
識
と
深
く
関
わ
る
。
た
だ
し
、

二
条
や
三
条
と
い
っ
た
通
り
は
、「
地
名
」
と
は
あ
ま
り
称
さ
れ
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
た
め
、
本
稿
で
は
「
立
地
」
と
す
る
。
ま
た
、「
殿
」「
宮
」「
院
」
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に
つ
い
て
は
「
邸
第
辞（

（
（

」
と
一
括
し
て
論
じ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
ら
、

③
は
「
立
地
＋
邸
第
辞
」
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

④
に
つ
い
て
も
、
物
語
に
登
場
す
る
邸
第
に
対
し
て
実
在
し
た
邸
第
を
喚

起
す
る
よ
う
な
呼
称
を
付
与
す
る
点
で
、
な
ぜ
特
定
の
場
面
で
そ
の
呼
称
が

選
択
さ
れ
た
か
を
「
命
名
」
と
い
う
視
点
か
ら
問
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
検

討
対
象
と
す
る
。

最
後
に
⑤
に
つ
い
て
、
宮
内
は
「
古
宮
」「
某
院
」
を
挙
げ
て
「
一
般
名
詞

に
近
い
形
で
用
い
ら
れ
な
が
ら
あ
る
特
定
の
邸
を
示
す
」
と
説
明
す
る
。「
古

宮
」
は
「
古
い
」
と
い
う
相
対
的
な
評
価
が
接
続
し
た
呼
称
で
あ
り
、
命
名

と
は
み
な
し
が
た
い
。
物
語
続
編
で
は
、
光
源
氏
か
ら
匂
宮
へ
伝
わ
る
「
二

条
院
」
が
「
北
の
院
」「
北
の
宮
」、
薫
の
住
む
女
三
宮
の
三
条
宮
は
「
南
の

宮
」
と
称
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
相
対
的
な
位
置
関
係
に
基
づ
く
呼
称
で
あ

る
。
同
じ
く
相
対
的
な
位
置
関
係
に
よ
る
光
源
氏
の
「
東
の
院
」（
二
条
東

院
）
が
、
文
脈
に
関
係
な
く
固
定
化
し
て
「
東
の
院
」
と
の
み
称
さ
れ
る
の

に
対
し
、「
古
宮
」
や
「
北
の
院
」「
南
の
宮
」
は
限
定
的
な
場
面
で
使
用
さ

れ
る
の
み
で
あ
る
。「
某
院
」
も
朧
化
表
現
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
命
名
と
は

み
な
さ
ず
、
⑤
は
検
討
対
象
か
ら
除
く
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
③
④
に
分
類
さ
れ
る
邸
第
を
検
討
対
象
と
す

る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
分
類
で
き
る
邸
第
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

③
立
地
＋
邸
第
辞

三
条
殿
（
夕
霧
）　

三
条
宮
（
藤
壺
、
大
宮
、
女
三
宮
）

桃
園
宮
（
女
五
宮
・
朝
顔
斎
院
）　

二
条
宮
（
朧
月
夜
）

一
条
宮
（
落
葉
宮
）　

二
条
院
（
光
源
氏
）　

東
の
院
（
光
源
氏
）

六
条
院
（
光
源
氏
）　

桂
の
院
（
光
源
氏
）

④
史
上
実
在
し
た
場
所
を
明
確
に
喚
起
さ
せ
る
呼
称

朱
雀
院
（
後
院
）　

冷
泉
院
（
後
院
）

光
源
氏
の
「
六
条
院
」「
桂
の
院
」
に
つ
い
て
は
、
邸
第
辞
が
「
院
」
か
ら

「
殿
」に
変
更
さ
れ
た
呼
称
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
六
条
邸
を
指
す
呼
称
の

う
ち
、「
六
条
殿
」
の
用
例
が
わ
ず
か
で
あ
り
、「
六
条
殿
」
と
称
さ
れ
る
前

に
も
後
に
も
「
六
条
院
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、「
六
条
殿
」
は
あ
く
ま
で
限

定
的
に
使
用
さ
れ
る
呼
称
で
あ
る
。「
六
条
殿
」
と
指
示
さ
れ
る
時
点
の
光
源

氏
が
、
本
来
は
「
殿
」
と
称
さ
れ
る
べ
き
臣
下
の
身
分
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま

え
れ
ば
、
邸
第
辞
「
殿
」
を
用
い
た
呼
称
は
、
そ
の
邸
第
呼
称
を
用
い
る
人

物
の
立
場
の
問
題
と
捉
え
ら
れ
る（

（
（

。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、「
六
条
殿
」
や
「
桂

殿
」
は
命
名
（
呼
称
の
変
化
）
と
は
み
な
さ
ず
、「
六
条
院
」「
桂
の
院
」
と

命
名
さ
れ
る
時
点
を
問
題
と
す
る
。

本
節
で
は
、
宮
内
の
分
類
を
用
い
て
、
本
稿
で
検
討
対
象
と
す
る
邸
第
呼

称
を
整
理
し
た
。
次
節
で
は
用
例
の
多
い
③
立
地
＋
邸
第
辞
の
例
を
中
心
に
、

命
名
場
面
と
物
語
の
展
開
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
特
徴
と
長
編

化
と
の
関
わ
り
を
指
摘
す
る
。

三
、
邸
第
の
命
名
と
物
語
の
展
開

本
節
で
は
、
固
有
の
呼
称
の
命
名
場
面
を
取
り
上
げ
、
物
語
の
展
開
と
の

関
係
性
を
、
巻
単
位
で
の
機
能
に
着
目
し
て
検
討
す
る
。

三
―
一
、
③
立
地
＋
邸
第
辞
の
例

『
源
氏
物
語
』に
お
け
る
命
名
場
面
の
多
く
は
、
そ
の
邸
第
に
主
要
な
登
場
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人
物
が
訪
問
す
る
場
面
で
あ
る
。
は
じ
め
に
確
認
し
た
よ
う
に
、藤
壺
の「
三

条
宮
」
は
紅
葉
賀
巻
で
命
名
さ
れ
る
。
こ
こ
で
光
源
氏
は
、
三
条
宮
を
訪
問

し
、
藤
壺
の
兄
で
あ
る
式
部
卿
宮
（
当
時
は
兵
部
卿
宮
）
と
対
面
し
て
お
り
、

直
後
に
は
藤
壺
が
こ
の
邸
第
で
皇
子
（
冷
泉
帝
）
を
出
産
し
て
い
る
。

同
様
の
例
と
し
て
、
朝
顔
斎
院
と
女
五
宮
の
住
む
「
桃
園
の
宮
」
へ
の
訪

問
が
あ
る
。

長
月
に
な
り
て
、
桃
園
の
宮
に
渡
り
た
ま
ひ
ぬ
る
を
聞
き
て
、
女
五
の

宮
の
そ
こ
に
お
は
す
れ
ば
、
そ
な
た
の
御
と
ぶ
ら
ひ
に
こ
と
づ
け
て
参

で
た
ま
ふ
。（
②
朝
顔
・
四
六
九
頁
）

こ
れ
は
朝
顔
斎
院
の
境
遇
を
述
べ
る
朝
顔
巻
冒
頭
に
続
く
場
面
で
あ
り
、
藤

壺
の
三
条
宮
と
同
様
に
、
光
源
氏
が
訪
問
し
、
朝
顔
斎
院
の
叔
母
に
あ
た
る

女
五
宮
と
対
面
す
る
。
以
後
朝
顔
巻
で
は
、
朝
顔
斎
院
に
会
う
目
的
で
光
源

氏
が
た
び
た
び
当
該
邸
第
を
訪
問
す
る
。

ほ
か
に
光
源
氏
が
訪
問
す
る
例
と
し
て
、
朧
月
夜
の
「
二
条
宮
」
が
あ
る
。

今
は
と
て
、
女
御
、
更
衣
た
ち
な
ど
、
お
の
が
じ
し
別
れ
た
ま
ふ
も
、
あ

は
れ
な
る
こ
と
な
む
多
か
り
け
る
。
尚
侍
の
君
は
、
故
后
の
宮
の
お
は

し
ま
し
し
二
条
宮
に
ぞ
住
み
た
ま
ふ
。（
④
若
菜
上
・
七
六
頁
）

朱
雀
院
が
出
家
し
西
山
へ
移
る
と
、
女
御
・
更
衣
は
そ
れ
ぞ
れ
御
所
を
離
れ
、

朧
月
夜
は
「
二
条
宮
」
へ
と
移
る
。
こ
れ
は
も
と
も
と
朧
月
夜
の
父
右
大
臣

の
邸
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
弘
徽
殿
大
后
の
居
所
と
な
っ
た
の
ち
、

現
在
は
朧
月
夜
が
住
ん
で
い
る
と
い
う
。
右
大
臣
所
有
時
に
は
も
っ
ぱ
ら

「
殿
」「
大
殿
」
と
称
さ
れ
、
立
地
不
明
で
あ
っ
た
邸
第
が
、
こ
こ
で
唐
突
に

「
二
条
宮
」
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。
当
該
邸
第
が
「
二
条
宮
」
と
命
名
さ
れ
る

こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
、『
伊
勢
物
語
』
の
二
条
后
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

し
か
し
、
な
ぜ
当
該
場
面
に
お
い
て
こ
の
邸
第
は
命
名
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
邸
第
が
「
二
条
宮
」
と
称
さ
れ
る
の
は
当
該
場
面

の
み
で
あ
り
、
命
名
さ
れ
た
割
に
は
、
固
有
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

物
語
の
展
開
を
確
認
す
る
と
、
命
名
場
面
を
契
機
と
し
て
、
光
源
氏
は
朧

月
夜
と
文
を
交
わ
し
、
さ
ら
に
実
際
に
二
条
宮
を
訪
問
し
て
朧
月
夜
と
対
面

す
る
。
光
源
氏
と
朧
月
夜
の
対
面
が
か
な
っ
た
の
は
、
命
名
の
場
面
で
朱
雀

院
が
出
家
し
、
朧
月
夜
と
離
れ
住
ん
だ
た
め
で
あ
ろ
う
。
対
面
可
能
な
状
況

に
な
る
と
同
時
に
命
名
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

加
え
て
、
こ
の
邸
第
が
「
二
条
」
に
存
す
る
の
も
、
光
源
氏
に
と
っ
て
望

ま
し
い
状
態
で
あ
っ
た
。
光
源
氏
は
二
条
宮
を
訪
問
す
る
際
、
紫
上
に
次
の

よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
東
の
院
に
も
の
す
る
常
陸
の
君
の
、
日
ご
ろ
わ
づ
ら
ひ
て
久
し
く
な

り
に
け
る
を
、
も
の
さ
わ
が
し
き
紛
れ
に
と
ぶ
ら
は
ね
ば
、
い
と
ほ
し

く
て
な
む
。
昼
な
ど
け
ざ
や
か
に
渡
ら
む
も
便
な
き
を
、
夜
の
間
に
忍

び
て
と
な
む
思
ひ
は
べ
る
。
人
に
も
か
く
と
も
知
ら
せ
じ
」（
④
若
菜

上
・
七
九
頁
）

光
源
氏
は
、
朧
月
夜
の
話
は
出
さ
ず
、
同
じ
二
条
の
東
の
院
に
住
む
末
摘
花

を
訪
う
、
と
語
る
。
こ
れ
が
そ
の
場
し
の
ぎ
の
嘘
で
あ
る
こ
と
は
紫
上
も
理

解
し
て
い
る
が
、
方
便
と
し
て
東
の
院
を
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

同
じ
二
条
に
あ
っ
て
、
六
条
院
か
ら
進
む
方
角
が
同
じ
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
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当
該
場
面
で
「
二
条
宮
」
と
命
名
さ
れ
た
こ
と
で
、
朧
月
夜
と
光
源
氏
の
対

面
へ
と
物
語
は
展
開
し
て
お
り
、
二
条
と
い
う
立
地
に
よ
っ
て
、
光
源
氏
の

方
便
の
正
当
性
は
担
保
さ
れ
て
い
る
。
二
条
宮
と
い
う
命
名
は
、
そ
の
後
の

光
源
氏
に
よ
る
朧
月
夜
へ
の
訪
問
を
導
く
契
機
と
な
っ
て
い
る
。

光
源
氏
だ
け
で
な
く
、
夕
霧
が
訪
問
す
る
例
も
あ
る
。
落
葉
宮
邸
の
場
合
、

柏
木
巻
に
お
い
て
瀕
死
の
柏
木
が
夕
霧
に
「
一
条
に
も
の
し
た
ま
ふ
宮
、
事

に
ふ
れ
て
と
ぶ
ら
ひ
き
こ
え
た
ま
へ
」（
④
柏
木
・
三
一
七
～
三
一
八
頁
）

と
遺
言
す
る
な
か
で
、
邸
第
の
立
地
が
明
か
さ
れ
る
。
す
る
と
、
同
じ
く
柏

木
巻
の
な
か
で「
一
条
宮
に
は
、
ま
し
て
、
お
ぼ
つ
か
な
う
て
別
れ
た
ま
ひ

に
し
恨
み
さ
へ
添
ひ
て
、
日
ご
ろ
経
る
ま
ま
に
、
広
き
宮
の
内
人
げ
少
な
う

心
細
げ
に
て
」（
④
柏
木
・
三
二
七
頁
）と
、
命
名
さ
れ
る
と
同
時
に
邸
第
の

様
子
が
語
ら
れ
る
。
こ
の
場
面
に
続
い
て
夕
霧
は
落
葉
宮
を
訪
問
し
て
お
り
、

夕
霧
の
訪
問
と
命
名
が
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
野
分
巻
に
お
い
て
、
六
条
院
を
野
分
が
襲
う
と
、
夕
霧
は
六
条
院

を
訪
れ
、
光
源
氏
と
対
面
す
る
。
光
源
氏
が
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
尋
ね
る
と
、

「
三
条
宮
に
は
べ
り
つ
る
を
、
風
い
た
く
吹
き
ぬ
べ
し
と
人
々
の
申
し

つ
れ
ば
、
お
ぼ
つ
か
な
さ
に
参
り
て
は
べ
り
つ
る
。
か
し
こ
に
は
ま
し

て
心
細
く
、
風
の
音
を
も
、
今
は
か
へ
り
て
、
稚
き
子
の
や
う
に
怖
ぢ

た
ま
ふ
め
れ
ば
、
心
苦
し
さ
に
ま
か
で
は
べ
り
な
む
」（
③
野
分
・
二

六
七
頁
）

と
、
夕
霧
は
「
三
条
宮
」
か
ら
来
た
と
答
え
る
。
こ
れ
は
、
夕
霧
が
幼
少
期

を
過
ご
し
、
現
在
は
祖
母
大
宮
が
一
人
で
住
ん
で
い
る
、
故
左
大
臣
邸
で
あ

り
、
左
大
臣
存
命
時
に
は
も
っ
ぱ
ら
「
殿
」「
大
殿
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。
二

条
宮
と
同
様
、
こ
れ
以
前
は
不
明
で
あ
っ
た
立
地
が
、
邸
第
の
命
名
と
同
時

に
明
か
さ
れ
る
例
で
あ
る
。
大
宮
の
邸
第
が
「
三
条
宮
」
と
称
さ
れ
る
意
味

に
つ
い
て
は
別
稿
で
も
触
れ
た（

（1
（

が
、
当
該
場
面
で
の
命
名
に
は
、
ど
の
よ
う

な
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

宮
内
は
、
行
幸
巻
に
お
い
て
三
条
宮
が
光
源
氏
・
頭
中
将
の
対
面
の
場
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
三
条
宮
の
命
名
を「
桐
壺
帝
と
同
腹
の
皇
女
が

住
ま
う
格
式
高
い
場
と
し
て
左
大
臣
邸
が
設
定
し
直
さ
れ
て
い
る
」
と
捉
え

る
。
た
し
か
に
野
分
巻
と
行
幸
巻
の
連
続
性
は
強
い
が
、そ
う
で
あ
れ
ば
行
幸

巻
で
命
名
す
れ
ば
よ
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
野
分
巻
で
命
名
さ
れ
て

い
る
以
上
、
な
ぜ
野
分
巻
で
命
名
さ
れ
る
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

先
の
光
源
氏
・
夕
霧
の
対
面
の
あ
と
、
物
語
は
次
の
よ
う
に
続
く
。

道
す
が
ら
い
り
も
み
す
る
風
な
れ
ど
、
う
る
は
し
く
も
の
し
た
ま
ふ
君

に
て
、
三
条
宮
と
六
条
院
と
に
参
り
て
、
御
覧
ぜ
ら
れ
た
ま
は
ぬ
日
な

し
（
③
野
分
・
二
六
八
頁
）

こ
の
場
面
の
視
点
人
物
は
夕
霧
で
あ
り
、
普
段
か
ら
三
条
宮
と
六
条
院
と

を
往
復
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
実
際
に
直
後
に
は
三
条
宮
に
訪
問
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
野
分
巻
の
描
写
に
つ
い
て
、
小
山
清
文
は
、「
三
条
宮
の
状

況
は
、
六
条
院
と
の
間
を
往
復
す
る
夕
霧
に
よ
っ
て
も
対
照
的
に
と
ら
え
ら

れ
て
」
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
に
ぎ
や
か
な
六
条
院
」
と
「
不
如
意
の
状
況

を
か
み
し
め
る
三
条
宮
」
の
対
比
を
指
摘
す
る（

（1
（

。
で
は
、
野
分
巻
で
の
命
名

は
、
対
比
を
示
す
た
め
の
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

た
し
か
に
、
野
分
巻
の
三
条
宮
は
「
そ
こ
ら
と
こ
ろ
せ
か
り
し
御
勢
ひ
の

し
づ
ま
り
て
、
こ
の
君
を
頼
も
し
人
に
思
し
た
る
、
常
な
き
世
な
り
」（
③
野
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分
・
二
六
八
頁
）
と
語
り
手
に
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
寂
れ
た
様
子
が
強
調
さ

れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
夕
霧
が
大
宮
に
と
っ

て
の
「
頼
も
し
人
」
と
評
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

野
分
巻
で
は
、
毎
日
の
よ
う
に
「
三
条
宮
」
を
訪
問
す
る
夕
霧
の
姿
が
描

か
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
行
幸
巻
で
光
源
氏
と
対
面
し
た
大
宮
は
、
光
源
氏

か
ら
の
話
と
し
て
一
番
に
夕
霧
と
雲
居
雁
の
仲
の
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、

光
源
氏
と
大
宮
の
対
面
を
知
っ
た
頭
中
将
も
ま
た
、「
こ
の
姫
君
の
御
事
、
中

将
の
愁
へ
に
や
」
と
考
え
て
い
た
（
③
行
幸
・
三
〇
三
〜
三
〇
四
頁
）。
そ
し

て
、
そ
う
し
た
思
い
当
た
る
節
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
光
源
氏
と
頭
中
将
の
対

面
は
叶
う
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
三
条
宮
と
い
う
場
が
、
夕
霧
・
雲
居
雁

が
幼
少
期
を
過
ご
し
た
邸
第
で
あ
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
三
条

宮
は
、
大
宮
の
「
頼
も
し
人
」
と
し
て
の
夕
霧
の
姿
と
と
も
に
物
語
に
再
登

場
す
る
こ
と
で
、
夕
霧
と
強
い
結
び
つ
き
を
持
っ
た
邸
第
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
行
幸
巻
で
は
視
点
が
光
源
氏
に
移
り
、
光
源
氏
が
三
条
宮
に
訪

問
す
る
。
宮
内
の
言
う
「
格
式
高
い
場
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
、
光
源
氏

の
訪
問
に
伴
っ
て
さ
ら
に
位
置
づ
け
直
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
邸
第

は
、
誰
が
住
む
か
だ
け
で
な
く
、
主
要
人
物
と
の
関
係
に
お
い
て
果
た
す
役

割
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
異
な
る
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
多
く
の
邸
第
は
、
光
源
氏
や
夕
霧
と
い
っ
た
視
点
人
物

が
訪
問
す
る
場
面
で
命
名
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
訪
問
以
外
の
例
と
し

て
は
、
邸
第
を
造
営
・
改
築
す
る
場
面
で
の
命
名
が
確
認
で
き
る
。
た
と
え

ば
光
源
氏
の
「
六
条
院
」
の
場
合
、

大
殿
、静
か
な
る
御
住
ま
ひ
を
、同
じ
く
は
広
く
見
ど
こ
ろ
あ
り
て
、こ

こ
か
し
こ
に
て
お
ぼ
つ
か
な
き
山
里
人
な
ど
を
も
集
へ
住
ま
せ
ん
の
御

心
に
て
、六
条
京
極
の
わ
た
り
に
、中
宮
の
御
旧
き
宮
の
ほ
と
り
を
、四

町
を
占
め
て
造
ら
せ
た
ま
ふ
。（
③
少
女
・
七
六
頁
）

と
造
営
計
画
が
語
ら
れ
、
邸
第
が
完
成
す
る
と
、「
八
月
に
ぞ
、
六
条
院
造

り
は
て
て
渡
り
た
ま
ふ
。」（
③
少
女
・
七
八
頁
）
と
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
じ

め
て
「
六
条
院
」
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。
邸
第
が
完
成
す
る
と
光
源
氏
は
六

条
院
へ
移
っ
て
お
り
、
以
降
の
物
語
は
六
条
院
を
舞
台
と
し
て
展
開
し
て
い

く
。
光
源
氏
の
邸
第
の
場
合
、「
東
の
院
」
や
「
桂
の
院
」
も
、
そ
の
呼
称
が

命
名
さ
れ
る
直
前
に
造
営
の
計
画
が
語
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
夕
霧
の
「
三
条
殿
」
の
命
名
は
改
築
の
場
面
で
あ
る
。

御
勢
ひ
ま
さ
り
て
、か
か
る
御
住
ま
ひ
も
と
こ
ろ
せ
け
れ
ば
、三
条
殿
に

渡
り
た
ま
ひ
ぬ
。
す
こ
し
荒
れ
に
た
る
を
、い
と
め
で
た
く
修
理
し
な
し

て
、
宮
の
お
は
し
ま
し
し
方
を
、
改
め
し
つ
ら
ひ
て
住
み
た
ま
ふ
。（
③

藤
裏
葉
・
四
五
五
頁
）

も
と
も
と
祖
母
大
宮
が
住
み
「
三
条
宮
」
と
称
さ
れ
て
い
た
邸
第
を
夕
霧

が
改
築
し
、
雲
居
雁
と
と
も
に
移
住
す
る
と
、「
三
条
殿
」
と
改
称
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
邸
第
辞
の
変
更
は
旧
稿
で
論
じ
た
と
お
り
所
有
者
の
身
分
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ（

（1
（

、
夕
霧
が
直
前
に
中
納
言
に
昇
進
し
て
い
る
た
め
に
、

「
殿
」
と
称
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
造
営
・
改
築
と
い
う
の
は
、
完
成
後
の
移
住
・
訪
問
を
前
提
と

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
に
確
認
し
た
訪
問
の
例
と
同
様
、
主
要
な
登

場
人
物
の
移
動
と
関
わ
る
命
名
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
③
立
地
＋
邸
第
辞
に
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分
類
さ
れ
る
固
有
の
邸
第
呼
称
の
命
名
は
、
光
源
氏
や
夕
霧
と
い
っ
た
視
点

人
物
が
訪
問
・
移
動
す
る
場
面
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
な

わ
ち
、
邸
第
の
命
名
が
、
登
場
人
物
の
移
動
・
訪
問
を
導
く
契
機
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
邸
第
の
命
名
は
物
語

の
流
れ
に
沿
っ
て
変
化
し
て
い
く
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
命
名
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
物
語
に
新
た
な
舞
台
を
設
定
し
、
そ
こ
で
の
人
物
の
交
流
な

ど
の
展
開
を
導
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
―
二
、
例
外
的
な
事
例

③
立
地
＋
邸
第
辞
の
呼
称
の
命
名
は
訪
問
・
移
動
に
関
わ
っ
て
新
た
な
舞

台
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
が
、
こ
う
し
た
傾
向
か
ら
見
る
と
、
命

名
に
疑
問
の
残
る
邸
第
が
あ
る
。
ま
ず
、
帚
木
巻
に
見
え
る
光
源
氏
の
「
二

条
院
」
で
あ
る
。

雨
夜
の
品
定
め
の
の
ち
、
光
源
氏
は
宮
中
か
ら
左
大
臣
邸
に
退
出
す
る
。

そ
こ
で
光
源
氏
は
方
違
え
の
必
要
が
あ
る
と
知
り
、「
二
条
院
に
も
同
じ
筋

に
て
、
い
づ
く
に
か
違
へ
む
。
い
と
な
や
ま
し
き
に
」（
①
帚
木
・
九
二
頁
）

と
言
及
す
る
。
結
局
光
源
氏
は
、
左
大
臣
邸
も
「
二
条
院
」
も
方
角
的
に
問

題
が
あ
る
た
め
に
ほ
か
の
場
所
を
求
め
、
紀
伊
守
邸
へ
と
た
ど
り
つ
く
。

帚
木
巻
に
お
け
る
光
源
氏
邸
へ
の
言
及
は
、
引
用
部
分
を
除
く
と
、「
殿
に

帰
り
た
ま
ひ
て
も
、
と
み
に
も
ま
ど
ろ
ま
れ
た
ま
は
ず
」（
帚
木
・
一
〇
五

頁
）
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
通
行
す
る
巻
序
に
お
け
る
こ
れ
以
前
の

光
源
氏
邸
へ
の
言
及
は
、
桐
壺
巻
末
尾
の
「
里
の
殿
は
、
修
理
職
、
内
匠
寮

に
宣
旨
下
り
て
、
二
な
う
改
め
造
ら
せ
た
ま
ふ
」（
①
桐
壺
・
五
〇
頁
）の
み

で
あ
り
、
桐
壺
巻
で
も
邸
第
辞
「
殿
」
で
指
示
さ
れ
て
い
る
。
邸
第
辞
が
異

な
る
こ
と
も
あ
り
、
帚
木
巻
の
光
源
氏
の
発
言
か
ら
「
二
条
院
」
＝
光
源
氏

の
自
邸
と
判
断
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
当
該
場
面
で
は
結
局
光

源
氏
が
「
二
条
院
」
へ
訪
問
・
移
動
し
な
い
た
め
、
そ
の
邸
第
を
舞
台
と
し

た
物
語
の
展
開
も
導
か
れ
て
い
な
い
。
で
は
、
邸
第
の
命
名
と
物
語
の
展
開

と
の
関
わ
り
は
、
一
部
の
用
例
に
の
み
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
ろ
う
か
。

帚
木
巻
よ
り
の
ち
の
例
を
確
認
す
る
と
、
若
紫
巻
で
は
光
源
氏
の
移
動
と
連

動
し
て
固
有
の
呼
称
が
見
え
る
。
光
源
氏
は
若
紫
を
引
き
取
る
と
、「
二
条
院

は
近
け
れ
ば
、
ま
だ
明
う
も
な
ら
ぬ
ほ
ど
に
お
は
し
て
、
西
の
対
に
御
車
寄

せ
て
下
り
た
ま
ふ
」（
①
若
紫
・
二
五
五
頁
）
と
、
二
条
院
に
連
れ
て
い
く
。

こ
の
場
面
以
降
、
二
条
院
は
光
源
氏
と
紫
上
の
住
む
邸
第
と
し
て
、
物
語
の

重
要
な
舞
台
と
な
る
。
紫
上
は
、「
二
条
の
君
」
の
よ
う
に
二
条
院
に
因
ん
だ

人
物
呼
称
で
も
指
示
さ
れ
て
お
り
、
紫
上
に
と
っ
て
二
条
院
は
、「
わ
が
御
私

の
殿
と
思
す
」
邸
第
で
あ
っ
た
（
④
若
菜
上
・
九
三
頁
）。
こ
の
よ
う
に
、
若

紫
巻
が
命
名
場
面
で
あ
れ
ば
、
光
源
氏
が
移
動
（
帰
邸
）
し
て
お
り
、
紫
上

と
結
び
つ
い
て
、
物
語
の
展
開
を
導
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ほ
か
の
命
名
場

面
と
同
様
の
在
り
方
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

帚
木
巻
か
、
若
紫
巻
か
。
こ
の
問
題
は
、
物
語
の
成
立
と
関
係
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
若
紫
巻
の
例
は
、
い
わ
ゆ
る
紫
上
系
／
玉
鬘
系（

（1
（

で
物
語
の

巻
々
を
分
類
し
た
際
に
、
紫
上
系
に
お
け
る
「
二
条
院
」
の
初
出
箇
所
と
な

る
。
つ
ま
り
、
も
し
も
紫
上
系
が
玉
鬘
系
よ
り
も
先
に
成
立
し
た
と
す
れ
ば
、

あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
帚
木
三
帖
よ
り
先
に
若
紫
巻
が
成
立
し
た
と
す
れ

ば
、
当
該
場
面
こ
そ
が
「
二
条
院
」
の
命
名
場
面
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の

一
例
か
ら
成
立
し
た
順
序
が
決
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、『
源
氏
物
語
』
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の
成
立
を
考
え
る
う
え
で
、
注
意
を
払
う
べ
き
例
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
女
三
宮
の
「
三
条
宮
」
で
あ
る
。
女
三
宮
の
邸
第
は
、
柏
木
巻
で

朱
雀
院
が
光
源
氏
と
の
別
居
の
た
め
に
与
え
た
邸
第
で
あ
り
、
次
の
場
面
で

「
三
条
宮
」
と
い
う
呼
称
が
は
じ
め
て
見
え
る
。

院
の
帝
は
、
こ
の
御
処
分
の
宮
に
住
み
離
れ
た
ま
ひ
な
ん
も
、
つ
ひ
の

こ
と
に
て
め
や
す
か
り
ぬ
べ
く
聞
こ
え
た
ま
へ
ど
、「
よ
そ
よ
そ
に
て

は
お
ぼ
つ
か
な
か
る
べ
し
。
明
け
暮
れ
見
た
て
ま
つ
り
聞
こ
え
う
け
た

ま
は
ら
む
こ
と
怠
ら
む
に
、
本
意
違
ひ
ぬ
べ
し
。
げ
に
、
あ
り
は
て
ぬ

世
い
く
ば
く
あ
る
ま
じ
け
れ
ど
、
な
ほ
生
け
る
か
ぎ
り
の
心
ざ
し
を
だ

に
失
ひ
は
て
じ
」
と
聞
こ
え
た
ま
ひ
つ
つ
、
か
の
宮
を
も
い
と
こ
ま
か

に
き
よ
ら
に
造
ら
せ
た
ま
ひ
、
御
封
の
も
の
ど
も
、
国
々
の
御
庄
、
御

牧
な
ど
よ
り
奉
る
物
ど
も
、
は
か
ば
か
し
き
さ
ま
の
は
、
み
な
か
の

三
条
宮
の
御
倉
に
収
め
さ
せ
た
ま
ふ
。（
④
鈴
虫
・
三
七
八
頁
）

朱
雀
院
は
光
源
氏
と
の
別
居
を
よ
し
と
す
る
が
、
光
源
氏
は
後
見
と
し
て

の
役
割
を
果
た
そ
う
と
女
三
宮
邸
を
整
備
す
る
。
改
築
の
例
と
も
と
れ
る
が
、

こ
こ
で
整
備
さ
れ
た
邸
第
に
女
三
宮
が
実
際
に
移
住
す
る
の
は
、
光
源
氏
の

死
後
あ
る
い
は
出
家
後
で
あ
っ
て
、
幻
巻
以
降
の
こ
と
に
な
る
。
物
語
内
で

は
、
匂
兵
部
卿
巻
ま
で
三
条
宮
へ
の
言
及
が
な
く
、
鈴
虫
巻
に
お
け
る
物
語

の
展
開
と
の
関
係
が
見
い
だ
し
が
た
い
。

匂
兵
部
卿
巻
を
見
る
と
、「
入
道
の
宮
は
、
三
条
宮
に
お
は
し
ま
す
」（
⑤

匂
兵
部
卿
・
一
九
～
二
〇
頁
）
と
、
女
三
宮
が
三
条
宮
へ
移
住
し
て
い
る
こ

と
が
語
ら
れ
る
。
当
該
場
面
で
は
そ
の
ま
ま
別
の
話
題
に
転
換
す
る
も
の
の
、

巻
単
位
で
み
れ
ば
、
三
条
宮
は
女
三
宮
の
息
子
薫
が
頻
繁
に
通
う
邸
第
と
し

て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
続
編
に
お
け
る
薫
の
「
三
条
宮
」
は
、
匂
宮
の
住
む

「
二
条
院
」と
対
を
な
し
て
お
り
、
物
語
上
で
の
対
比
的
な
関
係
性
が
呼
称
で

も
示
さ
れ
て
い
る
。
匂
兵
部
卿
巻
に
お
い
て
続
編
世
界
の
人
間
関
係
や
そ
れ

ぞ
れ
の
住
居
が
整
理
さ
れ
る
な
か
で
、
三
条
宮
も
ま
た
、
薫
と
の
関
係
の
な

か
で
位
置
づ
け
直
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
、
③
「
立
地
＋
邸
第

辞
」
の
固
有
の
邸
第
呼
称
が
、
い
ず
れ
も
命
名
と
物
語
の
展
開
と
連
動
し
て

い
た
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
鈴
虫
巻
よ
り
も
匂
兵
部
卿
巻
の
ほ
う
が
、
命
名

場
面
の
傾
向
に
は
合
っ
て
い
る
。

翻
っ
て
、
鈴
虫
巻
の
三
条
宮
は
、「
か
の
」
と
い
う
指
示
詞
と
の
接
続（

（1
（

、
三

度
目
に
突
然
「
三
条
」
と
い
う
邸
第
情
報
が
示
さ
れ
る
点
、
別
本
群
で
は
異

同
が
生
じ
て
い
る
点（

（1
（

、
鈴
虫
巻
の
成
立（

（1
（

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て

い
る
。
鈴
虫
巻
が
匂
兵
部
卿
巻
以
降
に
成
立
し
た
、
あ
る
い
は
当
該
場
面
に

な
ん
ら
か
の
本
文
の
瑕
が
あ
る
、
と
い
う
可
能
性
に
つ
い
て
も
、
今
後
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

二
条
院
も
三
条
宮
も
、
こ
の
一
例
か
ら
す
な
わ
ち
何
か
を
証
明
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
物
語
の
成
立
に
つ
い
て
、
そ
の
順
序
や
本
文
の
状

況
を
考
え
る
う
え
で
、
固
有
の
邸
第
呼
称
の
命
名
が
有
益
な
指
標
の
一
つ
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
は
、
通
行
す
る
巻
序
・
本
文
で
は
命
名

場
面
に
お
け
る
物
語
の
展
開
と
の
関
係
は
希
薄
で
あ
っ
た
が
、
二
条
院
は
若

紫
巻
、
三
条
宮
は
匂
兵
部
卿
巻
の
命
名
を
契
機
に
紫
上
あ
る
い
は
薫
と
結
び

つ
き
、
光
源
氏
や
薫
と
い
っ
た
視
点
人
物
の
移
動（
帰
邸
）と
連
動
し
て
、
以

降
の
物
語
に
お
け
る
重
要
な
舞
台
と
な
っ
て
い
た
。

三
―
三
、
④
史
上
実
在
し
た
場
所
を
明
確
に
喚
起
さ
せ
る
呼
称

9



本
項
で
は
、
④
史
上
実
在
し
た
場
所
を
明
確
に
喚
起
さ
せ
る
呼
称
に
分
類

さ
れ
る
、
後
院
と
し
て
の
朱
雀
院
・
冷
泉
院
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

と
い
っ
て
も
、「
冷
泉
院
」
が
は
じ
め
て
見
え
る
の
は
若
菜
下
巻
の
譲
位
直

後
の
場
面
で
あ
り
、「
六
条
院
は
、
お
り
ゐ
た
ま
ひ
ぬ
る
冷
泉
院
の
御
嗣
お
は

し
ま
さ
ぬ
を
飽
か
ず
御
心
の
中
に
思
す
」（
④
若
菜
下
・
一
六
五
頁
）
と

あ
っ
て
、
人
物
を
指
示
す
る
呼
称
で
あ
る
の
で
、
邸
第
呼
称
の
命
名
の
問
題

と
は
な
ら
な
い
。
問
題
と
な
る
の
は
、
朱
雀
院
の
例
で
あ
る
。

朱
雀
院
は
、
紅
葉
賀
巻
冒
頭
で
行
幸
の
予
定
が
語
ら
れ
、
は
じ
め
て
物
語

に
登
場
す
る
。
当
該
場
面
に
お
け
る
朱
雀
院
の
住
人
は
不
明
だ
が
、
行
幸
と

い
う
物
語
の
展
開
と
連
動
し
て
舞
台
が
選
択
さ
れ
、
実
際
に
登
場
人
物
た
ち

が
朱
雀
院
に
集
ま
る
展
開
を
導
い
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
邸
第
は
、
朱
雀
帝
の
後
院
と
し
て
物
語
に
再
登
場
す
る
。
朱

雀
帝
は
澪
標
巻
で
冷
泉
帝
に
譲
位
し
、
後
院
へ
移
る
が
、
そ
の
後
院
の
位
置

に
つ
い
て
は
、
譲
位
の
場
面
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
。
後
院
が
言
及
さ
れ

る
の
は
、
少
女
巻
に
お
け
る
、「
二
月
の
二
十
日
あ
ま
り
、
朱
雀
院
に
行
幸

あ
り
」（
③
少
女
・
七
〇
頁
）
に
よ
る
。
直
後
に
は
「
召
し
あ
り
て
太
政
大
臣

参
り
た
ま
ふ
」（
③
少
女
・
七
一
頁
）と
あ
り
、
光
源
氏
も
朱
雀
院
に
参
上
し

て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
、
光
源
氏
が
朱
雀
院
を
訪
問
し
た
こ
と
を
描
く
最

初
の
場
面
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
書
き
手
が
も
と
も
と
朱
雀
院
を
後
院
と
し

て
想
定
し
て
い
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
実
際
に
呼
称

と
し
て
物
語
に
表
れ
る
の
は
、
光
源
氏
が
訪
問
す
る
場
面
な
の
で
あ
る
。

朱
雀
院
の
命
名
の
場
面
は
、
物
語
の
展
開
と
命
名
の
関
係
性
を
考
え
る
う

え
で
重
要
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、『
源
氏
物
語
』
の
邸
第
は
、
そ
の
場
面
の

視
点
人
物
で
あ
る
光
源
氏
や
夕
霧
が
実
際
に
そ
の
邸
第
に
向
か
い
、
そ
こ
で

物
語
が
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
場
面
で
は
じ
め
て

0

0

0

0

、
固
有

の
呼
称
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
通
行

す
る
巻
序
・
本
文
で
の
「
二
条
院
」
や
女
三
宮
の
「
三
条
宮
」
の
命
名
場
面

に
は
、
一
層
不
審
が
残
る
。

三
―
四
、
命
名
と
長
編
化

本
節
で
は
、
固
有
の
呼
称
の
命
名
場
面
に
つ
い
て
、
物
語
の
展
開
と
の
関

わ
り
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
命
名
場
面
は
い
ず
れ
も
、
そ
の
邸
第
へ
視

点
人
物
が
訪
問
・
移
動
す
る
場
面
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
も
、
新

た
に
造
営
し
た
邸
第
へ
の
言
及
や
、
そ
の
巻
単
位
で
み
る
と
は
じ
め
て
登
場

す
る
邸
第
へ
の
訪
問
の
場
面
が
多
く
、
こ
れ
ら
は
、
当
該
場
面
以
前
に
物
語

の
舞
台
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
邸
第
や
、
物
語
の
中
心
舞
台
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
い
た
邸
第
に
、
あ
ら
た
め
て
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、『
源
氏
物
語
』
の
長
編
化
と
関
わ
っ
て
い
よ
う
。
物
語
が
長

く
続
い
て
い
く
な
か
で
、
新
た
な
展
開
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
に
有
効
な

方
法
の
一
つ
が
、
物
語
に
お
け
る
新
た
な
舞
台
の
設
定
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
こ
れ
ま
で
言
及
し
て
い
な
か
っ
た
邸
第
や
、
長
く
放
置
さ
れ
て
い
た
邸

第
を
、
新
た
な
物
語
の
舞
台
と
し
て
設
定
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に

住
む
登
場
人
物
と
の
関
わ
り
を
描
き
、
物
語
は
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

『
源
氏
物
語
』に
お
け
る
固
有
の
邸
第
呼
称
は
、
新
た
な
舞
台
の
設
定
と
連
動

し
て
命
名
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
命
名
さ
れ
て
い
な
い
邸
第
の
呼
称
と
の
差
異
に
よ
っ
て
も

確
認
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
玉
鬘
巻
で
登
場
す
る
髭
黒
の
邸
第
は
、
物
語
内
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で
は
「
殿
」
と
邸
第
辞
単
独
で
称
さ
れ
る
の
み
で
、
固
有
の
呼
称
に
よ
る
命

名
が
な
さ
れ
な
い
。
し
か
し
真
木
柱
巻
に
お
い
て
は
、
髭
黒
の
も
と
の
北
の

方
と
の
関
係
を
語
る
な
か
で
、
当
該
邸
第
に
お
け
る
一
場
面
が
描
か
れ
る
。

こ
れ
を
物
語
の
展
開
と
捉
え
れ
ば
、
髭
黒
邸
も
ま
た
新
た
な
舞
台
と
し
て
設

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
本
稿
の
主
張
と
は
矛
盾
す
る
。

こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
が
、
こ
の
邸
第
に
は
、
視
点
人
物
と
な
る

光
源
氏
や
夕
霧
が
訪
問
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
物
語
に
お
け
る

舞
台
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
は
視
点
人
物
が
訪
問
す
る
舞
台
で
は
な
い
。

そ
し
て
、
髭
黒
邸
に
玉
鬘
は
迎
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
最
後
に
、
続
編
に
至

る
ま
で
は
、
こ
の
邸
第
へ
の
言
及
は
な
く
な
る
。
当
該
邸
第
は
、
髭
黒
と
も

と
の
北
の
方
の
間
の
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
た
め
に
描
か
れ
た
、
一
回
的
な

舞
台
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
命
名
は
な
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
、
紫
上
父
式
部
卿
宮
邸
や
、
頭
中
将
邸
な
ど
も
同
様
で
あ
り
、
あ
く
ま

で
光
源
氏
や
夕
霧
と
い
う
視
点
を
担
う
人
物
の
訪
問
が
、
新
た
な
舞
台
の
設

定
、
そ
し
て
命
名
と
連
動
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
物
語
に
一
度
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
朧
月
夜

の
居
所
が
命
名
さ
れ
る
意
味
は
、
改
め
て
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
ち

ろ
ん
こ
れ
は
光
源
氏
の
訪
問
と
結
び
つ
い
て
い
た
た
め
の
命
名
で
あ
ろ
う
が
、

こ
れ
に
よ
り
新
た
に
舞
台
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
朧
月
夜
と
の
関
係
が
さ

ら
に
物
語
の
な
か
で
描
か
れ
て
い
く
可
能
性
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

や
や
構
想
的
な
視
点
ま
で
拡
大
し
て
し
ま
っ
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
新

た
な
邸
第
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
、
新
た
な
人
物
関
係
や
物
語
の
展
開
を
語

る
こ
と
と
同
義
で
あ
る
。
邸
第
の
命
名
は
、
そ
の
新
た
な
語
り
だ
し
を
示
し

て
い
る
。

こ
う
し
て
考
え
る
と
、
人
物
呼
称
に
お
け
る
、
既
に
語
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
ふ
ま
え
た
命
名
と
、
邸
第
呼
称
に
お
け
る
新
た
な
舞
台
設
定
の
た
め
の

命
名
は
、
明
ら
か
に
目
的
と
方
法
が
異
な
る
。
邸
第
呼
称
の
命
名
は
、
弁
別

意
識
よ
り
も
、〈
物
語
を
書
き
継
い
で
い
こ
う
と
す
る
志
向
〉
そ
の
も
の
が
、

原
動
力
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

四
、
結
論

こ
こ
ま
で
、『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
固
有
の
邸
第
呼
称
の
命
名
に
着
目

し
、
物
語
の
展
開
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
固

有
の
邸
第
呼
称
の
命
名
を
契
機
と
し
て
物
語
が
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
明
ら

か
に
し
、
新
た
な
舞
台
を
設
定
し
て
物
語
を
長
く
書
き
継
い
で
い
く
、
長
編

化
の
手
法
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
人
物
呼
称
で
は
固
有

の
呼
称
の
命
名
が
「
弁
別
意
識
」
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
き
た
が
、
邸
第
呼

称
の
命
名
の
原
動
力
は
、〈
長
編
化
し
て
い
こ
う
と
す
る
志
向
〉
そ
の
も
の
で

あ
る
と
結
論
づ
け
た
。

本
稿
で
は
、『
源
氏
物
語
』
を
総
体
と
し
て
捉
え
る
と
い
う
視
点
で
は
な

く
、
よ
り
小
さ
い
巻
と
い
う
単
位
で
、
い
か
な
る
情
報
が
示
さ
れ
て
い
る
の

か
、
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
の
か
に
着
目
し
て
論
を
進
め
た
。
現
代
の

注
釈
書
で
読
む
場
合
、
光
源
氏
の
二
条
院
は
、
そ
の
登
場
か
ら
す
で
に
「
二

条
院
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
桐
壺
巻
の
「
里
の
殿
」
＝
「
光
源
氏
の
二
条
院
」

と
し
て
注
釈
が
入
る
た
め
、
光
源
氏
の
住
む
家
は
二
条
院
で
あ
る
と
い
う
認

識
を
持
っ
て
読
者
は
読
み
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
帚
木
巻
に
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お
い
て
か
な
り
唐
突
に
示
さ
れ
た
邸
第
呼
称
も
、
特
に
疑
問
視
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
こ
う
し
た
注
釈
的
な
情
報
を
ふ
ま
え
た
読
み
は
、
登
場
人
物
の
系

図
が
早
く
か
ら
作
ら
れ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
初
期
か
ら
の
享
受
の
あ
り
方

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、︿
物
語
を
書
く
こ
と
〉
を
考
え
る
う
え
で
は
、
妨
げ
に

も
な
り
う
る
。
ど
の
巻
で
何
を
語
る
の
か
、
何
を
ど
う
命
名
し
、
ど
こ
ま
で

説
明
す
る
の
か
を
分
析
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
こ
の
物
語
が
い
か
に
作
ら
れ
た

の
か
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
本
稿
で
は
『
源
氏
物
語
』
に
登
場
す
る
邸
第
全
般
を
対
象
に
考
察

し
た
が
、
邸
第
の
命
名
が
そ
の
場
を
舞
台
と
し
た
物
語
の
展
開
と
連
動
し
て

い
る
と
い
う
結
論
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
今
後
は
個
別
の
議
論
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
特
に
「
二
条
宮
」
や
大
宮
の
「
三
条
宮
」、「
一
条
宮
」
と
い
っ

た
邸
第
は
、
そ
の
場
面
で
命
名
さ
れ
る
こ
と
の
意
味
が
問
い
直
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

注（1
）　
『
源
氏
物
語
』
本
文
の
引
用
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』

に
よ
っ
た
が
、
私
意
に
よ
っ
て
句
読
点
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、
引
用

中
の
傍
線
や
囲
み
は
す
べ
て
稿
者
に
よ
る
。

	

　

諸
本
の
確
認
に
は
、
池
田
亀
鑑
『
源
氏
物
語
大
成
』
巻
一
～
三
（
中
央
公
論

社
、
一
九
五
三
～
一
九
五
四
年
）、
加
藤
洋
介『
河
内
本
源
氏
物
語
校
異
集
成
』

（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）、
源
氏
物
語
別
本
集
成
刊
行
会
編『
源
氏
物
語
別

本
集
成
』
第
一
～
一
五
巻
（
桜
楓
社
〔
お
う
ふ
う
〕、
一
九
八
九
～
二
〇
〇
二

年
）、
源
氏
物
語
別
本
集
成
刊
行
会
編
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
続
』
第
一
～
七

巻
（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
五
年
～
二
〇
一
〇
年
）、
加
藤
洋
介
「
源
氏
物
語
校

異
集
成
（
稿
）」（http://w

w
w

2.kansai-u.ac.jp/ok_m
atsu/index.htm

l　

二
〇
二
三
年
九
月
二
六
日
最
終
閲
覧
）
を
用
い
た
。

（
2
）　

玉
上
琢
彌
「
源
氏
物
語
作
中
人
物
呼
び
名
の
論
」（『
源
氏
物
語
評
釈
別
巻

一
』
角
川
書
店
、
一
九
六
六
年
。
初
出
は
一
九
六
三
年
一
二
月
）
は
、
こ
の
例

に
つ
い
て
、
巻
名
に
よ
る
と
す
る
が
、
要
因
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
も
和
歌
と
も
解

し
う
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、当
該
場
面
以
前
に
既
に
示
さ
れ
た
情
報
に
基
づ
く

命
名
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

（
3
）　

注
２
玉
上
論
。

（
4
）　

小
山
敦
子
『
源
氏
物
語
の
研
究
―
創
作
過
程
の
探
求
』
第
一
部
「
命
名
法
則

と
創
作
過
程
」（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
七
五
年
。
初
出
は
一
九
六
一
年
四
月
）。

（
5
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
飯
田
「
女
三
宮
の
「
三
条
宮
」
―
邸
第
呼
称
の
も
つ

意
味
―
」（『
中
古
文
学
』第
一
一
一
号
、
二
〇
二
三
年
五
月
）に
お
い
て
、「
三

条
宮
」
と
い
う
呼
称
が
、「
歴
史
上
の
在
り
方
と
重
な
り
合
い
、
特
別
に
身
分

の
高
い
皇
女
が
後
見
な
し
に
暮
ら
す
邸
第
で
あ
る
、と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
形
成

し
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
し
た
。

（
6
）　

宮
内
理
伽
「『
源
氏
物
語
』
邸
第
呼
称
の
方
法
意
識
―
左
・
右
大
臣
家
と
頭

中
将
家
を
中
心
に
―
」（『
中
古
文
学
』第
一
一
一
号
、二
〇
二
三
年
五
月
）。
以

下
、
宮
内
の
論
に
言
及
す
る
場
合
は
こ
の
論
考
を
指
す
。

（
7
）　

高
木
和
子「
系
図
の
変
容
―
桐
壺
院
の
皇
子
た
ち
と
朱
雀
朝
の
後
宮
」（『
源

氏
物
語
再
考
―
長
編
化
の
方
法
と
物
語
の
深
化
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
七
年
。

初
出
は
二
〇
一
四
年
一
一
月
）は
、
桐
壺
院
の
皇
子
や
朱
雀
院
の
後
宮
の
女
性

が
後
の
巻
で
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

	

　

桐
壺
院
の
皇
子
た
ち
は
物
語
の
進
展
と
と
も
に
増
殖
し
、朱
雀
院
の
後

宮
の
女
た
ち
も
物
語
の
進
展
と
と
も
に
増
殖
す
る
。そ
れ
は
物
語
の
長
編

化
に
伴
っ
て
、新
た
な
人
物
に
纏
わ
る
新
た
な
物
語
を
書
き
継
ぐ
必
要
に

迫
ら
れ
た
か
ら
だ
と
も
い
え
よ
う
し
、語
り
残
し
た
こ
と
を
補
足
的
に
語

る
こ
と
で
長
編
化
を
果
た
し
た
か
ら
だ
と
も
い
え
よ
う
。

	

高
木
論
の
主
眼
は
、
長
編
化
に
伴
う「
矛
盾
や
歪
み
を
あ
る
が
ま
ま
に
認
め
る

読
み
方
」を
提
示
し
、
そ
の
整
合
性
に
つ
い
て
長
編
的
・
短
編
的
い
ず
れ
の
視
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点
も
持
っ
て
捉
え
る
と
い
う
点
に
あ
り
、長
編
化
と
命
名
と
い
う
作
者
の
行
為

と
の
関
係
性
を
検
討
す
る
本
稿
と
は
立
場
が
異
な
る
。
し
か
し
、長
編
化
が
こ

う
し
た
書
き
継
ぎ
に
よ
っ
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い

る
点
は
、
示
唆
的
で
あ
る
。

（
8
）　
「
邸
第
辞
」
は
、
飯
田
「
光
源
氏
所
有
邸
第
に
お
け
る
「
院
」
呼
称
―
『
源

氏
物
語
』
の
邸
第
呼
称
法
則
―
」（『
詞
林
』
第
七
〇
号
、
二
〇
二
一
年
一
一

月
）
に
お
い
て
、「
字
義
に
邸
第
の
要
素
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
字
単
体

で
も
文
脈
に
よ
っ
て
庭
な
ど
を
含
む
特
定
の
邸
第
全
体
を
想
起
さ
せ
る
こ
と

の
で
き
る
語
」
と
定
義
し
た
語
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
「
院
」「
宮
」「
殿
」
な

ど
が
該
当
す
る
。

（
9
）　

今
井
上
「
若
菜
巻
の
主
題
的
変
容
―
光
源
氏
の
相
対
化
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（『
日
本
文
学
』
五
七
巻
二
号
、
二
〇
〇
八
年
二
月
）
は
、
若
菜
上
巻
に
お
け
る

朱
雀
院
の
光
源
氏
に
対
す
る
呼
称
に
つ
い
て
、
夕
霧
の
前
で
は
「
院
」
と
称
す

る
一
方
、
乳
母
ら
を
前
に
し
た
際
に
は
「
お
と
ど
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。
同
じ
場
面
で
も
乳
母
や
弁
は
光
源
氏
を
「
院
」
と
称
し
て
お
り
、
呼

称
は
呼
ぶ
人
が
呼
ば
れ
る
人
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
を
反
映
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
邸
第
の
場
合
も
、邸
第
辞
が
所
有
者
の
身
分
と
呼
応
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、邸
第
辞
が
対
象
へ
の
認
識
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。

（
10
）　

増
田
繁
夫
「
朧
月
夜
と
二
条
后
」（『
人
文
研
究
』
三
一
巻
九
号
、
一
九
八
〇

年
三
月
）、
注
６
宮
内
論
な
ど
。
加
納
重
文「
源
氏
物
語
の
地
理
Ⅱ
」（
角
田
文

衛
・
加
納
重
文
編
『
源
氏
物
語
の
地
理
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
九
年
収
録
、

初
出
は
一
九
八
六
年
）
は
、
弘
徽
殿
大
后
と
藤
原
穏
子
の
「
朱
雀
院
母
后
」
と

い
う
共
通
点
か
ら
、
二
条
東
堀
川
北
の
穏
子
の
御
所
を
想
定
す
る
が
、
物
語
の

展
開
の
類
似
か
ら
、
二
条
后
説
が
有
力
で
あ
ろ
う
。

（
11
）　

注
５
飯
田
論
。

（
12
）　

小
山
清
文
「
源
氏
と
左
大
臣
家
の
〝
御
仲
ら
ひ
〟
の
物
語
―
六
条
院
物
語
に

於
け
る
三
条
宮
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
早
稲
田
大
学
大
学
院
中
古
文
学
研
究
会
編

『
中
古
文
学
論
攷
』
第
七
号
、
一
九
八
六
年
一
〇
月
）。

（
13
）　

注
８
飯
田
論
。

（
14
）　

紫
上
系
・
玉
鬘
系
に
つ
い
て
は
、今
西
祐
一
郎
・
室
伏
信
助
監
修　

加
藤
昌

嘉
・
中
川
照
将
編　

テ
ー
マ
で
読
む
源
氏
物
語
論
第
四
巻『
紫
上
系
と
玉
鬘
系

―
成
立
論
の
ゆ
く
え
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
に
議
論
の
行
方
と
課
題

が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
15
）　

諸
井
彩
子
「
源
氏
物
語
「
か
の
」
考
」（
お
茶
の
水
女
子
大
学
国
語
国
文
学

会
編
『
国
文
』
第
一
〇
三
号
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
）
は
、『
源
氏
物
語
』
に

お
け
る
「
か
の
」
の
全
用
例
を
検
討
し
た
う
え
で
、「
源
氏
物
語
で
は
「
か
の
」

は
全
て
、
地
の
文
で
は
作
者
と
読
者
、
会
話
文
で
は
話
し
手
と
聞
き
手
に
共
有

の
事
柄
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、

諸
井
論
に
先
行
し
て
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
か
の
」
と
い
う
指
示
詞
に
言

及
し
た
、
上
野
英
二
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
読
者
の
問
題
」（『
源
氏
物
語
序

説
』
平
凡
社
、
一
九
九
五
年
。
初
出
は
一
九
八
五
年
三
月
）
や
、
広
岡
曜
子

「
源
氏
物
語
の
「
か
の
」
攷
―
源
氏
物
語
テ
ク
ス
ト
の
編
集
句
―
」（
同
志
社
大

学
国
文
学
会
編
『
同
志
社
国
文
学
』
二
七
号
、
一
九
八
六
年
三
月
）、
西
田
隆

政
「
源
氏
物
語
の
段
落
構
成
と
指
示
語
「
か
の
」」（
迫
野
虔
徳
編
『
筑
紫
語
学

論
叢
』
風
間
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
や
、『
伊
勢
物
語
』
に
つ
い
て
検
討
し
た

山
本
登
朗
「「
か
の
」
―
伊
勢
物
語
の
遠
近
法
―
」（『
伊
勢
物
語
論　

文
体
・

主
題
・
享
受
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
一
年
。
初
出
は
一
九
八
八
年
九
月
）
は
、

い
ず
れ
も
「
か
の
」
が
既
述
の
こ
と
を
う
け
る
表
現
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
示

し
て
い
る
。
し
か
し
、
当
該
場
面
の
「
か
の
三
条
宮
」
は
、
こ
れ
以
前
に
女
三

宮
邸
を
「
三
条
宮
」
と
指
示
す
る
例
が
な
い
た
め
不
審
で
あ
る
。
な
お
、
後
藤

康
文
「「
か
の
」
の
謎
解
き
（
第
二
段
）」（『
伊
勢
物
語
誤
写
誤
読
論
考
』
笠
間

書
院
、
二
〇
〇
〇
年
。
初
出
は
一
九
九
五
年
三
月
）
は
、『
伊
勢
物
語
』
第
二

段
の
「
か
の
」
が
抱
え
る
問
題
が
物
語
の
成
立
と
抱
わ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て

い
る
。

（
16
）　
「
か
の
三
条
宮
」
の
箇
所
が
、
陽
明
文
庫
本
「
三
条
の
宮
」、
国
冬
本
「
こ
の

13



二
条
の
院
」、
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
「
三
条
院
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
17
）　

宮
田
光「
源
氏
物
語
鈴
虫
巻
を
め
ぐ
る
一
考
察
」（『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文

学
』
第
一
九
号
、
一
九
六
六
年
一
一
月
）
は
、
鈴
虫
巻
の
記
述
が
後
続
の
巻
に

お
け
る
伏
線
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
こ
と
や
、「
並
び
の
巻
」
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、鈴
虫
巻
が
夕
霧
巻
以
降
に
後
記
挿
入
さ
れ
た
可
能
性
を
示
す
。

付
記
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